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【中学校国語①】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的に応じて文章を読み、必要な内容を捉えることができていない、もしくはその一部

を捉えることはできているが、文章の構成や展開を踏まえ、必要かつ十分な内容を捉える

ことができていないと考えられます。 

そこで、平成２３年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ２で使用した「古生物

学におけるネズミ」を読み、必要な内容を捉える学習を提案します。示された問いの答え

を考えたり、どのようにしてその答えにたどり着いたのかを考えたりすることで、必要な

内容を過不足なく捉える力を身に付けさせましょう。 

 

 

 

 

 

 

実態 

○ 国語 Bの設問１三において、「『天地無用』という言葉を誤った意味で解釈してし 

まう人がいる理由を書く」という問いに対して、正答率は全設問中最も低い15.9％ 

でした。必要な内容の一部を捉えて解答した生徒の割合は43.0%、必要な内容を捉 

えることなく解答している生徒の割合は33.8%でした。 

 

対策 

① 文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見などとを読み分け、文章の構成や 

展開を捉えて内容を理解するよう指導しましょう。 

② 段落ごとに内容を捉えたり、段落相互の関係を正しく押さえたりしながら、更に 

大きなまとまりごとに文章全体における役割を捉えるよう指導しましょう。 

◇ 目的に応じて文章を読み、必要な内容を捉える 

学習を取り入れましょう。 
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＜ポイント＞ 

・目的に応じて説明的な文章を読み、文章の構成や展開に留意して必要な内容を捉える。 

 

 

取組例 説明的な文章を読み、必要な内容を捉えよう（第３学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇目的に応じて文章を読み、必要な内容を捉える学習を取り入れましょう。 

【問いの例】ネズミ類の歯の化石はどのようにして発掘するか。 

【答え】・土壌や河川にたまった砂や泥などの堆積物を採取し、 

ふるいにかける。 

・顕微鏡を使って残留物の中から歯の化石を拾い出す。 

授業前の教師の準備 

Ｂ１三についての生徒の生徒の解答の状況を「解答類型」（平成 30 年度 報告書 中学校 国語）

に照らして把握する。特に、以下の「解答類型」の生徒の解答の状況に着目する。 

○「解答類型２」、「解答類型３」の生徒 

 目的に応じて、文章の内容の一部を捉えることはできているが、文章の構成や展開を踏まえ、必 

要かつ十分な内容を捉えることができていない。 

○「解答類型 99」の生徒 

 目的に応じて文章を読み、必要な内容を捉えることができていない。 

二つの問いを示すので、それぞれの答えを文章中から見つけましょう。 

 
 

 

 

「次のような方法をとる」の後に、「まず、…」と「次に、…」

とあるので、答えは二つあるんじゃないかな。 

第１時終了時の教師の分析 

第１時終了時に、ワークシートの記述内容を分析する。 

授業前に把握した「解答類型２」、「解答類型３」や「解答類型 99」に該

当する生徒が、次の観点についてできているかどうかを見る。 

○ 必要かつ十分な内容を取り出している。 

○ 内容を取り出す際の着目点を明らかにしている。 

第１時終了時に不十分だった生徒については、第２時の問いに取り組む

様子を観察し、必要に応じて支援する。 
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＜参照＞ 平成３０年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

【二つめの問いの答え】 

・その動物の属する種やグループ 

・その生物の進化の過程や生息分布 

どのようにしてその答えにたどり着いたの

か。 

(1) どの段落に着目したのかそれはなぜか。 

・４，５段落 

・３段落はネズミ類の歯について述べ 

ているだけだが、４，５段落では動 

物の歯の化石を比較している。 

(2) 答えにたどり着くまでに、(1)の他にどの

ような内容や言葉に着目して、どう判断し

たのか。 

・「……比較することで……が分か

る」 

というような書き方に着目した。 

・５段落の中に「……比較すると…

…」 

とあるが、これはオナガネズミのこ 

とだけなので答えではない。 

【問いの例】動物の歯の化石を比較することでどのようなことが分かるか。 

【答え】その動物の属する種やグループと、その生物の進化の過程や生息分布。 

アイディア例～活用のポイント  

●ここに示した【問いの例】の他にも、複数の問いが考えられるので、必要に応じて取り上げるとよい。 



【二つめの問い】

【二つめの問いの答え】

【一つめの問い】

【一つめの問いの答え】

どのようにしてその答えにたどり着いたのか。
⑴　どの段落に着目したのか。それはなぜか。

⑵�　答えにたどり着くまでに，⑴の他にどのような内容や言葉に
着目して，どう判断したのか。

どのようにしてその答えにたどり着いたのか。
⑴　どの段落に着目したのか。それはなぜか。

⑵�　答えにたどり着くまでに，⑴の他にどのような内容や言葉に
着目して，どう判断したのか。

1�
　
マ
ン
モ
ス
や
恐
竜
な
ど
の
骨
を
博
物
館
で
観
察
し
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
動
物
は
既

に
絶
滅
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
る
で
今
に
も
よ
み
が
え
り
そ
う
な
姿
で
生
き
生
き
と
復
元
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
絶
滅
し
た
生
物
を
分
類
し
、
そ
の
生
態
や
進
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
古
生

物
学
と
い
う
学
問
の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
マ
ン
モ
ス
や
恐
竜
の
よ
う
な
大
型
動
物
の
場
合
、
数

万
年
か
ら
数
億
年
と
い
う
時
間
を
経
て
も
、骨
の
化
石
が
比
較
的
よ
い
状
態
で
発
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、

小
型
動
物
の
場
合
、
堆た
い
せ
き
ぶ
つ

積
物
に
埋
没
す
る
過
程
で
分
解
さ
れ
て
、
骨
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。

2�
　
骨
が
残
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
小
型
動
物
の
一
つ
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
類
は
何
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
ネ
ズ
ミ
類
は
、
歯
の
化
石
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。
歯
は
体
の
中
で

最
も
硬
い
組
織
で
あ
る
た
め
、
化
石
と
し
て
保
存
さ
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

3�
　
そ
れ
で
は
、
ネ
ズ
ミ
類
の
歯
の
化
石
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
掘
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
型
動
物
の
場

合
は
、
堆
積
物
の
中
か
ら
直
接
化
石
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
発
掘
す
る
に

は
、
ネ
ズ
ミ
類
の
歯
の
化
石
は
、
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
。
ま

　�

ず
、
土
壌
や
河
川
に
た
ま
っ
た
砂
や
泥
な
ど
の
堆
積
物
を
採
取
し
、
ふ
る
い
に
か
け
る
。
ネ
ズ
ミ
類
の

歯
の
化
石
は
泥
よ
り
は
大
き
い
の
で
、
砂
粒
と
と
も
に
ふ
る
い
の
上
に
残
留
す
る
。
次
に
、
顕
微
鏡
を

使
っ
て
残
留
物
の
中
か
ら
歯
の
化
石
を
拾
い
出
す
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
標
本
数
が
増
え
、
ど
ん
な
種

類
の
ネ
ズ
ミ
が
、
ど
の
時
代
に
生
存
し
、
ど
の
よ
う
な
生
態
系
に
属
し
て
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。

4���
　
こ
の
こ
と
は
、
ネ
ズ
ミ
類
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
動
物
の
歯
の
形
態
は
種し
ゅ

に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
そ
の
形
態
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
動
物
の
属
す
る
種
や
グ
ル
ー
プ
を
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
歯
の
形
態
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
れ
ば
同
じ
種
で
あ
る
と
分
か
り
、
異
な
っ
て

い
て
も
似
て
い
れ
ば
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
種
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
私

た
ち
ヒ
ト
の
歯
の
形
は
サ
ル
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ル
の
犬
歯
は
ヒ
ト
の
犬
歯
よ
り
も
鋭
く
大
き

い
。
だ
か
ら
、
サ
ル
は
ヒ
ト
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
て
も
、
異
な
る
種
で
あ
る
と
分
か
る
。
ネ

ズ
ミ
類
の
場
合
、
発
見
さ
れ
る
化
石
の
ほ
と
ん
ど
は
歯
で
あ
る
た
め
、
歯
の
形
態
で
種
を
区
別
す
る
と

い
う
方
法
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

5�
　
こ
の
知
識
を
応
用
し
、
違
う
時
代
の
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
の
種
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
生
物
の
進

化
の
過
程
や
生
息
分
布
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
ネ
ズ
ミ
類
で
説
明
す
る
と
、
例
え
ば
、

現
在
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
の
か
み
合
わ
せ
面
と
約
三
五
〇
〇
万
年
前
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
の
そ
れ

と
を
比
較
す
る
と
、
現
在
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
は
真
ん
中
が
盛
り
上
が
り
、
よ
り
複
雑
な
形
に
な
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
事
実
は
、
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
が
よ
り
効
果
的
に
食
べ
物
を
細
か
く
砕
け
る
よ
う

に
進
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
の
特
徴
を
古
い
時
代
か
ら
新
し
い
時
代
に
向

か
っ
て
丹
念
に
追
っ
て
い
く
こ
と
で
、
時
間
と
と
も
に
生
物
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
違
う
場
所
か
ら
出
て
き
た
歯
の
化
石
が
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

と
決
定
で
き
れ
ば
、
そ
の
生
物
が
生
息
し
て
い
た
範
囲
が
分
か
る
。

6�
　
ネ
ズ
ミ
類
の
歯
の
化
石
は
、
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
マ
ン
モ
ス
や

恐
竜
の
骨
の
よ
う
な
か
っ
こ
よ
さ
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
複
雑
で
多

様
な
ネ
ズ
ミ
類
の
歯
の
一
つ
一
つ
は
、
進
化
と
い
う
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の

大
事
な
ピ
ー
ス
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　  

（
木き

村む
ら

由ゆ

莉り

「
古
生
物
学
に
お
け
る
ネ
ズ
ミ
」
に
よ
る
。）

〔ワークシート〕

年　　    組　   　番　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　 　）

〜文章を読み，必要な内容を捉えよう〜

【オナガネズミ】

6
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【中学校国語②】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文の中における主語を捉えたり、主語を明示しながら適切に表現したりすることに課題が

あると考えられます。 

そこで、職場体験のお礼状について推敲し、適切な文章に書きかえるという学習を提案し

ます。今回課題が見られた主語・述語の照応をはじめ、語の順序や敬語表現など、推敲する

際のポイントを明確にし、その観点に基づいて検討することで、目的に応じた適切な文章を

書く力を身に付けさせましょう。 

 

 

 

 

 

実態  

○ 国語Aの設問８四２において、「『心を打たれた』を文末に用いた一文を、主語 

を明らかにし『誰（何）』の『どのようなこと』に『心を打たれた』のかが分かる 

ように書く」という問いに対して、正答率は26.8％でした。「心を打たれる」とい 

う言葉の意味は理解できており（設問８四１の正答率は95.0％）、「誰（何）」の 

「どのようなこと」に「心を打たれた」のかが分かるように書くことはできていま 

すが、「心を打たれた」の主語を明確にして書くという条件を満たさないで解答し 

た生徒の割合は59.7％でした。 

 

対策  

① 文の成分の順序や、主語・述語の照応などを整え、伝えたいことが相手に適切に 

伝わるように書くことができているかを常に吟味するよう指導しましょう。 

② 「書くこと」の学習との関連を図り、推敲の際の観点の一つとして取り入れてみま 

しょう。 

 

◇ 文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を 

書く学習を取り入れましょう。 
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＜ポイント＞ 

・文の成分の順序や照応などに注意して、伝えたいことが相手に適切に伝わるように書く。 

 

 

取組例 推敲して適切な文章に直そう（第２学年）         

             

 

❶ 推敲する際のポイントを確認する。 

 

 

 

 

 

❷ 文章の中で、どのように直せばよいのか、グループで検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸ 実際に文章を書き直す。  

 

 

アイディア例～活用のポイント  

●職場体験や総合的な学習でお世話になった方へのお礼状など、学校や学年・学級の教育活動と連携 

させて行うとよい。 

学習の流れ 

◇文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を書く学習を取り入れましょう。 

 

拝
啓 

 

す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。
○
○
消
防
署
の
皆
様
に
は
、 

い
か
が
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

…
…
（
中
略
）
…
… 

 

実
際
に
業
務
を
体
験
し
、
消
防
士
の
お
仕
事
の
大
変
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
。

□
□
さ
ん
が
、
消
化
活
動
だ
け
で
な
く
、
厳
し
い
訓
練
を
し
た
り
、
消
防
設
備

の
点
検
も
、
す
べ
て
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
命
や
生
活
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
の
将
来
の

夢
は
、
消
防
士
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
気
持
ち
は
強
く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
、

今
回
は
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

九
月
も
終
わ
り
に
近
ず
き
、
よ
う
や
く
朝
夕
は
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
様
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。 

敬
具 

（
後
付
け
は
省
略
） 

 

「□□さんが、……と

話してくれた」という表

現は、相手に対して失礼

なんじゃないかな。 

「消防士のお仕事

の大変さがよく分

かった」という文だ

け、文末表現が他と

違うよ。 

「私の将来の夢は、消

防士です」という文の主

語と述語の関係はどう

なっているのかな。 

「本当に」と

いう言葉は、こ

の位置でいいの

かな。 

職場体験のお礼状を推敲して適切な文章に

書きかえる学習を行います。 

他にもないかな。 

●主語と述語との関係        ●修飾と被修飾との関係 

●仮名遣いや漢字の使い方      ●文末表現（常体と敬体など） 

●並立の言葉の使い方（「Ａしたり、Ｂしたり」など） 

●敬語の使い方           ●一文の長さ       など 



- 23 - 

 

 

 

 

 

【中学校国語③】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「せきを切る」という言葉になじみがなく、意味が理解できていないものと考えられま

す。また、「くうを切る」の意味や用法を正しく捉え、文脈に即して適切に使ったり、「水

気を切る」、「紙を切る」という表現の意味を踏まえて適切に使ったりすることに課題があ

ると考えられます。 

そこで、自分なりの「語彙手帳」を作り、書き留めた様々な言葉を実際の場面で使う学

習を提案します。各教科等の学習や生活の様々な場面で出合った「気になる言葉」や「使

いたいと思った言葉」などを継続的に書き留めるとともに、どのような言葉を書いたのか

や実際にどのように使ったかなどについて交流することを通して、語感を磨き語彙を豊か

にすることをねらいとします。 

 

 

 

 

 

実態  

○ 国語Aの設問８三エにおいて、「適切な語句を選択する（彼はせきを切ったよう 

に話し始めた）」という問いの正答率は27.0％でした。「くうを切る」という誤答

を選択した生徒の割合は38.7%、「水気を切る」という誤答を選択した生徒の割合

は23.7%でした。 

 

対策  

① 語句の意味を辞書や資料集などを用いて確認するだけでなく、話や文章の中で実

際に使用するように指導しましょう。 

② 取り上げようとする語句について、他に適切な表現がないかを考えたり、複数の

語句を並べてどれが最もふさわしい表現かを検討したりしましょう。 

◇ 多様な語句の意味を理解し，文脈の中で適切に 

使う学習を取り入れましょう。 
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＜ポイント＞ 

・「語彙手帳」を作り、書き留めた様々な言葉を実際どのように使ったかなどについて交流 

することを通して、語感を磨き語彙を豊かにする。 

 

 

取組例 自分だけの「語彙手帳」を基に、言葉を使いこなそう（第１学年） 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇多様な語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う学習を取り入れましょう。  
 

各自で「語彙手帳」を作り、書き留めた言葉を実際に使うという学習をします。

次に示すように、用意したノートには＜基本の項目＞を盛り込んで書きましょう。

各自の工夫で項目を追加しても構いません。 

各教科等の学習や生活の様々な場面で出合った言葉を自由に書き留めるととも

に、これからの国語科をはじめとする各教科等の学習などで役立ちそうな言葉を 

書き留めることも意識してみましょう。 

初めて知った言葉や、聞いたことはあるけど意味がよく分からない言葉、自分も使
いたいと思った言葉など、次に示した例を参考にしながら、どのような言葉があるか
について、現時点で思い付くものをグループで交流してみましょう。 

グループで交流した際、自分の「語彙手帳」に載せたいと思った言葉を書き留めておく。 
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＜参照＞ 平成３０年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

アイディア例～活用のポイント 

●「語彙手帳」を継続的に活用することができるように、第２時で示した④、⑤の学習を定期的に 

行うとよい。その際、ことわざや慣用句に着目させるなど、生徒の実態に応じた意図的な指導も 

大切である。 

私は、「せきを切る」という言

葉について、言葉の意味を調べる

だけでなく、いくつか例文を考え

たよ。 

Ａさんのように、例文を書い

ておくと、実際にこの言葉を使

うときに役に立つと思うよ。ま

た、実際に使った場面を記録す

るというのは、私も参考にした

いな。 

私は、「満面の笑み」という言葉が気に

なったよ。「笑い」を表す言葉には他にど

のようなものがあるのか、意識して書き

留めておいたけれど、他にもまだたくさ

んありそうな気がするな。 

Ｂさんのように、関連する言葉を集め

るのもいいね。そういえば今読んでいる

本の中に「ほほえみ」という言葉があっ

たな。 

これからも、「語彙手帳」が活用しやすくなるように自分なりの工夫を重ねたり、書き留

めた言葉を目的や必要に応じて使ったりしていきましょう。 

国語の授業の中の帯学習として位置付け、書き留めた言葉について１、２人ずつ発表する。 


